平成２９年６月吉日　
　埼玉県空手道連盟
郡市連盟会長　各位
埼玉県空手道連盟
理事長　　小林　一朗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　　技術指導委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長　仁歩　友彦
公認級位審査会の開催要領について
  標記について、下記のとおりとします。
　貴連盟に所属する団体・会派に周知徹底されるようお願い申し上げます。　
　
　
記
　１、実施団体　　　埼玉県空手道連盟に加盟している郡市連盟とする。
　　　　　　　　　　複数の郡市連で合同開催してもよい。

　２、審査員　　　　(1)３級資格審査員１名で審査することができる。

　　　　　　　　　　(2)資格審査員がいない場合は、以下の資格を有する者から選任することができる。

　　　　　　　　　　　　①満７０歳以上の３級資格審査員以上の経験者

　　　　　　　　　　　　②公認３段以上で公認スポーツ指導員有資格者である満３０歳以上の者
　　　　　　　　　　　※②の場合は２名以上で審査しなければならない
　　　　　　　　　　　※添付審査員名簿に記載された公認基本形講習会講師を審査員として招聘するこ
とが望ましい

３、級位審査員の登録　　(1)郡市連盟毎に「公認級位審査 審査員登録申請者名簿」により埼玉県空手道連盟へ登録申請しておくこと。
　　　　　　　　　　　　(2)有効期間は２年とする。
年度の途中から申請した場合は、その年の年度末で１年とする。
　　　　　　　　　　　　　※１、２、３級資格審査員以外で審査員登録する方は技術段位委員会主催の形講習会に年２回以上出席しなければならない。

　４、実施回数及び期間　　　年度内に２回まで開催してよい。
　５、対象級位　　　１級～８級（少年と一般の区別は行わない）
　　　　　　　　　　　(1)初回受審者には５級位（５級位に満たない者は６～８級位）を与える。
　　　　　　　　　　　(2)２回目以降の受審者には、技能に応じた級位を与える。
　６、受審資格　　　下記(1)(2)の条件を満たす者

(1)小学生以上及び次年度小学校に入学予定の未就学児

(2)（公財）全日本空手道連盟及び埼玉県空手道連盟の会員登録をしている者
　　　　　　　　　　　  ※未就学児は全空連会員登録制度対象外であるため、埼空連会員登録のみでよい
　７、審査料　　　　３,０００円／１名　　

(1)２，０００円は審査会の経費とする。実施する団体が適切に管理すること。
(2)１，０００円は埼玉県空手道連盟へ納めること。（別紙１参照）
　８、審査内容　　　別紙「審査項目」を参照
　　　　　　　　　　(1)初回受審者は、５級位の内容で受審する。（受審する級位の申請は不要）

　　　　　　　　　　(2)２回目以降の受審者は、受審する級位を申請し、その級位の内容で受審する。
　９、登録申請方法　　　審査後１ヶ月以内に、実施団体が「公認級位申請者名簿」により埼玉県空手道連盟（技術指導委員会）へ登録申請をすること。
　10、登録料　　　　４,０００円／１名（証書代２,０００円、諸経費２,０００円）
　　　　　　　　　　実施団体が登録申請と同時に、埼玉県空手道連盟技術指導委員会へ納めること。
　11、級位証書　　　公認級位合格者に級位証書を授与する。

証書は、登録申請のあった郡市連盟事務局宛に送付する。
※事務局以外の送付はできません。
　12、その他　　　 (1)受審者は、所属する郡市連盟以外の連盟が開催する会場でも受審することができる。
その場合は、所属する郡市連盟事務局を通して申し込むこと。
 開催する連盟は、受審資格を満たしていれば他の連盟に所属する者も受け入れるこ

と。

　　　　　　　　 　(2)登録申請時に氏名等の誤りがあり証書を再発行する場合は、証書代１，０００円を徴収する。

       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当： 埼玉県空手道連盟　技術指導委員会　
